
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・コールセンター化され、泊まり一人のみの勤務とされた箇所の内、インターホ

ンによる問い合わせが多い一部の駅の体制を、お客様サービスおよび社員負

担の軽減のため、１徹１日勤に戻すこと。 

・一人勤務の際に、「休憩時間中連絡が付くところにいるように」、または、「業務

用携帯を持っているように」といった指示がされる。しかし、こうした状態

は休憩時間とは言い難く、改善すること。 

・ＪＥＳＳ発足から１０周年を迎えるにあたり、これまでの労苦に応え、これか

らの１０年を見据え、報労品や賃金制度改正を検討すること。 

 
 JESS社員は、社員の感染から要員体制の見直しがされるなどの対応が

され、療養復帰後には、４徹勤務が当たり前の中で、安全・安定輸送を確保

するために協力させられてきました。 

 全国旅行支援やインバウンドの制限解除により利用者が戻る中で、要員

体制はそのままで、超勤前提の勤務が作られるなど、仕事だけは増えボー

ナスは削減されることには納得がいきません。言葉だけでなく、見える形

で社員の声に応えてほしいです。        （国労アンケートの声から） 
 


